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～第 196 通常国会 国民大運動･安保破棄中実委･中央社保協主催５・23 定例国会行動～  

安倍首相がやるべきことは法案の強行ではなく、自らが辞めることだ！ 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜発言概要＞ 

内閣総辞職を求めるたたかいを全国から巻き起こそう！ 

主催者挨拶を行った安保破棄中央実行委員会の東森英男事務局長は、「21

日に愛媛県が国会に提出した新たな文書は、安倍内閣の政権私物化の言い逃

れを許さない決定的な証拠だ。しかし、ここで一歩引くとすべてが総崩れに

なるから、ほとぼりが冷めるのを待つ作戦に出ている」と指摘し、「その一方

で嘘で塗り固めた政権が国民いじめの法案を強行することは、断じて許され

ない」と批判した。「悪法の強行と安倍 9 条改憲を断固阻止するために、内

閣総辞職を求めるたたかいを全国から巻き起こそう」と、この後行われる行

動へのよびかけとともに強く訴えた。 

会期末まであと 1 か月をきる国会終盤を迎え、ＴＰＰ、カジノ法案、｢働き方改革｣法案と悪法を

強行しようとする安倍政権の暴走が際立っていますが、21 日には新たに｢加計学園｣疑惑をめぐる文

書が愛媛県より国会に提出され、安倍総理の進退が問われる重大な局面を迎える中で、第 196 通常

国会第９回目の定例国会行動が全教の山本乃里子中央執行委員の司会のもとで行われました。当日

は、引き続き行われる雇用共同アクションによる国会行動、強行採決は許さないと午後からの厚労委

員会傍聴行動、全国過労死を考える家族の会による官邸前座り込みが行われ、安倍政権の退陣を求

め、降り始める雨の中傘をさし、２５０人が参加しました。 



一刻も早く安倍内閣退陣へ追い込むために、最後の最後までがんばりぬこう！ 

国会報告を行った日本共産党の宮本徹衆議院議員は、わずかの審議時間でごり

押ししたＴＰＰ法案の強行は「カジノ実施法案を会期内に通そうとしているから

だ」と指摘し、「人の不幸を儲けにするこんな法案を強行させるわけにはいかな

い」と強く訴えた。また、自公、維新が若干の微修正で合意した高度プロフェッ

ショナル制度についても、労働者を時間管理から外すものだとし「労働時間を規

制して働く人のいのちと健康を守る、それが政治の役割であり行政、使用者の責

任だ」とし、「あらゆる手段を尽くしてたたかう」と強く決意を述べた。また、21

日に新たに出された「加計学園」をめぐる文書や、本日午前の「森友学園」交渉

記録について、「国会を欺き続けてきたとんでもないことだ」と強く批判し、

「野党は結束して皆さんとともに、安倍内閣退陣へ追い込むために全力で頑

張りぬこう」と強くよびかけた。 

全日本年金者組合の藤巻恵子さんは、「国民いじめの悪法の強行採決に反対し、

安倍内閣退陣に向けて頑張りましょう」と、原発再稼働をやめエネルギー基

本政策の見直し等 66,663 人分の署名を宮本議員に手渡した。 

 

共闘の力で原発ゼロへ！新潟県知事選、参院選を必ず勝ち抜く！ 

原発をなくす全国連絡会の木下興運営委員（全日本民医連事務局次長）は、「原発事故によりいまだ多く

の人が苦しんでいるにも関わらず、国と東電は責任を認めない。これに強く抗議し

ていく」と述べ、「経産省は第５次エネルギー基本計画で原発を推進しており、原

発依存度低減の動きとは全く逆である」と批判した。各市民環境団体と合同で署名

提出院内集会を行うと報告し、「原発ゼロをさらに幅広い取り組みとして広げ、新

潟県知事選を必ず勝ち抜く。野党４党が結集した原発ゼロ基本法の制定を、統一地

方選挙、参院選の争点として押し上げる」と堅く決意を表明した。 

 

人々の生活を破壊するカジノ実施法を可決させてはならない！ 

自由法曹団の緒方蘭事務局次長は、「カジノを推進するＩＲ推進法がすでに国

会を通っており、それを実施するための法案が今国会で可決されようとしてい

る」とし、「入場料 6,000 円、週に 3 日、28 日間に 10 日と制限されるが、は

たしてこのような案でギャンブル依存症や治安の悪化の問題が解消されるのか。

刑法では営利目的の賭博場は違法だ」と強く批判した。弁護士としてギャンブル

依存により自己破産し離婚に至るなどの相談を受ける中で、「地域振興などと言

っているが、人々の暮らしを破壊する、こんな法案を絶対に通してはならない。そのために皆さんと一緒

に頑張る」と決意を述べた。 

 

おしまいに、国公労連の中本邦彦中央執行委員の音頭により、「安倍内閣は総辞職しろ！」等と国会に

向けてシュプレヒコールを行った。 

～第 196 通常国会（6/20 閉会予定）次回の定例国会行動は 6 月 6 日です～ 


